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有限要素法解析による棚板のたわみ試験の再現
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【はじめに】

家具の製品開発は、デザインを重視して設計されることが一般的です。しかし、試作品を

使った強度試験で基準を満たさない場合、再設計や再試作が必要になり、そのたびに多大な

時間と費用がかかってしまいます。こうした課題を解決するために、試作や実試験をおこな

わずに製品の強度を評価できる「有限要素法解析」という技術があります。静岡県工業技術

研究所工芸科では、この解析技術を用いて家具の強度試験の結果を正確に予測する手法を確

立しました。これにより、開発の効率化とコスト削減が期待できます。

【技術の概要と活用事例】

（１）材料試験に基づく木質材料のヤング率導出

図１（a）に示す３点曲げ試験から、木質材料のヤング率を導出します。工芸科では、導出

したヤング率を用いて同じ３点曲げ試験を再現する有限要素法解析を行い、その解析結果を

実際の試験結果と比較することで、導出したヤング率の妥当性を確認しています（図１（b））。

（２）有限要素法解析による天板のたわみ量予測

導出した木質材料のヤング率を活用し、木質製品の天板のたわみ量を予測します。図２の

例では、フリーラックの天板に 28 kgf の荷重をかけた際のたわみ量を有限要素法解析で予

測し、実際の試験結果と比較しました。その結果、天板と側板の締結方法を正確に再現する

ことで（本例ではボルト締結のため、解析でも同様にボルト締結を再現）、天板のたわみ量が

良好に再現できることが確認されました（図２）。この技術を製品開発に取り入れることで、

試作や試験の前の設計段階で製品が要件を満たしているかどうか判定でき、リードタイムの

短縮や開発コストの削減につながります。
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図２ 有限要素法解析による木質製品の天板たわみ量予測図１ 木質材料のヤング率導出

（a）３点曲げ試験

（b）ヤング率の信頼性検証


